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　今年の世界ジュニア戦は、

日本での開催。3月に20歳と

なったの宮本さんが出場で

きるのは最後となる。昨年は

銅メダル、今年は金メダル

が目標だ。	

　応援に会場に着くとさすが

世界大会、ステージはライト

アップされ華やか。定刻にス

ポットライトを浴びて選手た

ちが登場してきた。試合前に

ばったり廊下で出会った宮

本さんは「体調は今ひとつ」

と言っていたが、元気に会

場にアピールしてくれた。	

自国での世界ジュニア戦。	
出場できる最後の年に、目指すのは金メダル	



　69kg級の試合が始まり、10

名のエントリーリストが会場

スクリーンに表示された。1

競技めのスナッチで最高重

量を申請している宮本さん

は、試技順の一番最後だ。

下位選手が3回の試技を終

えていき、宮本さん登場。こ

れまでの大会よりずっと大き

な声で気合い入れてバーベ

ルに向かう。少し緊張してる

かも。が、見事139kgを成

功！この時点で宮本さん含

め4名の選手が残った。うち

一人、イタリアの選手が宮本

さんを超えて140kgを成功さ

せたが、宮本さんが142kgを

成功。やった、これでスナッ

チの1位が確定だ。	

　宮本さんの独走状態となり、

宮本さんは少しずつ申請重

量を上げて行く。こうすること

で制限時間を止めて、休め

るようにしているらしい。	

　チャレンジは147kg。自らの

ジュニア日本記録145kgを更

新するこの重さを、宮本さん

は見事に頭上に挙げきった.。

まずはスナッチで1位。おめ

でとうございます！	

１競技めスナッチ、	
自らのジュニア日本記録を塗り替えて1位！	

●スナッチ競技●	
	
背筋・脚の蹴り上げる力・腕の引き上げる力
を爆発的に発揮し、バーベルの真下に一気
に入り支える	



２競技め、クリーン＆ジャークで2位。	
トータルで悔しい銀メダルに	
　２競技めクリーン＆ジャー

ク競技がスタート。宮本さん

はあと2人を残して8番目に

登場。168kgを成功させた。

そして2回めの試技以降は、

クリーン＆ジャークを得意と

するアメリカのカミングス選

手との勝負になった。	

　宮本さんが先に2回めの試

技を行い、173kgを成功させ

た。3回め試技の申請重量

を少しづつ上げていく宮本さ

ん。狙うのはスナッチ競技と

の合計トータル優勝だ。	

　いよいよ宮本さんは最終

178kgをチャレンジ。自らの

ジュニア記録と、さらに日本

記録を塗り替える重さ、宮本

さんは腰をおろして胸まで

バーを引き上げた、が、残

念ながら立ち上がることが

できなかった。	

　2回の試技を残していたカ

ミングス選手は183kgを成功

させた。宮本さんの重量は

トータルで320kg。金メダル

には１kg及ばなかった。	

●クリーン＆ジャーク競技●	
	
まず胸（鎖骨まで）バーベル
を引き上げ（クリーン）、バー
ベルを維持しながら脚のバ
ネと腕の力を利用し頭上に
持ち上げる（ジャーク）	

2回め173kg

を成功、会場

の声援に応

えてガッツ

ポーズ！	

3回め。	

立ち上がれ

なかった・・・	



結果：スナッチ、クリーン＆ジャーク	

表彰式でまず、スナッチ・金メダルを受け

取る宮本さん。	

1位の台に立ちながらも、トータルで優勝

できなかった悔しさでいっぱい	

	



結果：トータル	

スナッチで金メ
ダル！	

金メダルしか考えてい
なかったので、悔しい
です。C＆Jでは、記録
更新ではなく、相手選
手との差を考えてチャ
レンジしました。挙げ
られなかったのは、自
分の情け（甘さ）が出
てしまったと・・・。	
金メダルへのプレッ
シャーもありましたが、
東京オリンピックに向
けていい経験になり
ました。	

表彰式で涙にくれた宮本さん。	

１９６４東京オリンピック金メダ

リストであり所属の東京国際

大監督の三宅さんと。	

「笑顔で」と写真を求められて

も涙が止まらない。その悔し

さ、今までの努力とこれから

の決意を思い、周りも涙	

世界での2位は、素晴らしい成果。

自身の日本ジュニア記録も更新、	

おめでとうございます！	

東京オリンピックでは、笑って表

彰台に立ってください。応援して

います！	


